
お試し
幾何学模様



幾何学模様

〇三角形、四角形などの多角形や円、楕円などの図形を部品として、それに

平行移動、反転、回転、色の変化、拡大・縮小、分割などの操作を加えながら連

続して組み合わせ、配列を展開して作成した模様

〇同じ操作を繰り返すことにより、無限の模様展開が可能

プログラミングの基礎となる力を磨くことができる

作成することで



作品について

〇基本的な幾何学模様を作成するためのコードをもとに簡単なアレンジを考案

〇左右対称に幾何学模様ができるように作成

〇好きな数値でサイズや作成する多角形を変更できるよう定義



作品の動き、コード①

緑の旗を押すことで
右側の幾何学模様を
作成される



作品の動き、コード②

緑の旗を押すことで
右側の幾何学模様を
作成される



まとめ

〇繰り返し処理を追加することで同じ模様でより大きい幾何学模様を作成すること

ができると考えます。

〇模様の大きさ、デザイン、色のグラデーションもより洗練できると考えます。


